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ZAMURAI TV

HDVフォーマットを活用した
Adobe Video Collectionによる高品質な編集

　2004年 9月 20日 (月 )に、SPACE SHOWER TVで放送した番組「ZAMURAI TV」は、渋
谷 club asiaで開催された“HIFANA PRESENTS ZAMURAI 四”のライブ映像を基にCGやアニ
メーションなどで加工を施した新しい映像表現を試みたもの。ライブは、VJアーティストHIFANA

をはじめGAGLE、DJ KENTARO、TUCKER、AFRA、Leyonaなど、多数のアーティストがパフォー
マンスを行っている。この番組は好評を得て、2005年 12月 7日にDVDとして発売する。
　この番組のライブ映像は、CAVIAR(キャビア )の中村  剛氏、ELECROTNIK(エレクロトニッ
ク )の中根  ひろし氏と中根 さや香氏、そして PYRAMID FILM INC.(ピラミッドフィルム )の田
中 裕介氏など、現在活躍中の数名のディレクターが担当した。
　今回、11月に開催された映像の祭典 RESFEST 2005におけるワークショップで展示するため、
DVD用の特典映像は SonyのHDVカメラZ1JとA1Jで撮影し、Adobe® Video Collectionの
ソフトウェアを使用してクリエイティブな制作を行った。
　HDVフォーマットの画質のよさは、表現の可能性を広げてくれると全員が賞賛しており、これ
を機としてHDVカメラを採用しはじめた三社に、HDVカメラとAdobe Video Collectionの活
用についての話しを伺った。

中根 ひろし、中根 さや香 (エレクロトニック )
　 エレクロトニックは、中根 ひろし氏、中根 さや香

氏によって 2001年に結成されたデュオディレクター

の チ ー ム。ZAMURAI TV で は、DJ KENTARO、

TUCKERのライブ映像とGAGLEの DVD特典映像

を担当している。

　結成前の両氏は、映像制作会社に勤務していたため、

撮影、合成用アニメーション、編集など全て自ら制作す

ることを基本としている。両氏は、ディレクターとして

撮影に立ち会い、同時に合成用 CG制作を進行し、編

集、合成と一連のワークフローをこなす。2D素材作成

に Adobe® Photoshop®、Adobe® Illustrator®、 そ

して 3D制作には SoftImage XSI、編集には Adobe

® Premiere® Pro、合成には Adobe® After Effects®、

LEITCHの Realityなどを駆使している。

　エレクロトニックは、PVを中心にCM、番組タイト

ルなどを手掛けており、m-flo、HIFANA、オーディ

オアクティブ、ケンイシイ、THE MAD CAPSULE 

MARKETS、EL-MALOなどの PV、スペースシャ

ワー TV、ZOOM、body and soul、コカコーラC2ビ

ルボード、MARUI sparkling sale 2004 お正月 (ASA-

CHANG)の CMなどの作品がある。

　最近の作品でHDVカメラ Sony HVR-Z1Jを駆使

した例として、アーティストbonobosとGAGLEの PV

がある。GAGLEは、ZAMURAI TVでもライブ映像

を担当したアーティストで、SPACE SHOWER TVの

ステーション ID的役割も担っている。

　bonobosの PVは、大阪出身のメンバーが上京して

くる様を背景とするコンセプトにあり、大阪から東京ま

での移動経路を Sony HVR-Z1Jで撮影した。合成する
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メンバーの演奏は別途スタジオで撮影し、同時にタイト

ルなど合成用 CGも作成、これら素材を Adobe After 

Effectsで合成している。「HDVフォーマットは大変画

質がよく、1フレームを静止画素材として使用するに十

分なクオリティーを持っています。また、撮影中、わざ

とカメラを揺らす演出を行った際、通常だったらマッチ

ムーブなどを行って後処理を必要とする素材も、HDV

フォーマットのクオリティーの高さによってその必要があ

りません」と中根 ひろし氏は話している。

　GAGLEの PVは、メンバーが築地市場で演奏して

いるシーンをHDVカメラで撮影。3DCGを駆使した

アニメーションと合成している。また、HDVのクオリ

ティーの高さによって可能な拡大画像を演出に多様して

いる。取り込みには Premiere Pro 1.5.1を使用した。

　「我々のように全行程の制作を行う者には、1台のマ

シンで素材作成からビデオ取り込み、編集、合成、書

き出しまで全て完結することが一番の理想です」と中根 

ひろし氏、中根 さや香氏の両氏は話しており、これは、

Adobe Video Collectionが提案している制作環境の

ニーズの高さを示している。

　「現在、綿密な合成作業を行うためにも非圧縮のデー

タを扱い、またコストパフォーマンス性の高い環境の

必要性を感じています」とも言っており、これは入出力

カードDeckLinkや Bluefish444、Matrox Axioなど

Premiere Proを組み合わせたシステムの需要が制作現

場で発生していることを表している。

　両氏は「作品において、いるいろな演出要素を取り

入れることが我々のスタイル。視聴者を飽きさせない

ことを目指しています」と話しており、その演出を具象

化させるHDVフォーマットと Photoshop、Premiere 

Pro、After Effectsなどのクリエイティブツールを統合

したAdobe Video Collectionを賞賛している。

中村 剛 (キャビア )
　ZAMURAI TV で、HIFANA、GAGLE、DJ 

KENTARO、TUCKERなどのアーティストの映像を

担当したのが、 映像ディレクターであるキャビアの中村 

剛氏だ。中村氏は、2000年のキャビア設立以前、NY

フェスティバルのファイナリスト賞、ファッションブランド

「BOYCOTT」のプロモーションビデオでNYADC銀

賞、MTV JAPAN「REMTV」で文化庁メディア芸術

祭優秀賞など、多数の賞を受賞した実績がある。

　キャビアは、ディレクター 2名、2Dアニメーター 1名、

3Dアニメーター 1名、Flashアニメーター 1名のスタッ

フで構成されており、中村 剛氏と黒川 静香氏の両氏が

ディレクターとして活躍している。また、黒川氏はディレ

クターとして活躍するかたわら自らオフライン編集も担当

しており、ZAMURAI TVのためのオフラインも行った。

　キャビアの主な作品は、TVCM、PV、番組のアニメー

ションタイトルなどで、コーセー化粧品のヴィセシリー

ズ、SonyEricsson携帯電話などの TVCM、YUKIや

m-floなどアーティストの PV、そしてNHK連続テレ

ビ小説「てるてる家族」や日本テレビのニュース番組「きょ

うの出来事」などのオープニングがある。

　キャビアの素材制作ツールは、Adobe Illustratorや

Adobe Photoshopなどの 2Dソフトをはじめ、3D制

作では Autodesk 3ds maxや Cinema 4Dなどを使用

している。そして、合成のメインツールが Adobe After 

Effectsだ。

　今回の ZAMURAI TVの DVD特典映像制作で

は、Adobe Premiere Proが使用された。HDVカメラ

Sony HVR-Z1Jと Premiere Pro 1.5.1の組み合わせ

だ。「HDVカメラを使用するのは初めてだったのですが、

DVなどと比べても、かなりクオリティーが高いと感じま

した」と中村氏は感想を述べている。「HDVフォーマッ

トの素材は、最終的には SDサイズに落としても、画質

の違いをはっきりと示しています」と話している。

GAGLE PV

　黒川氏の通常のオフライン編集は、取り込んだ素材

をDV圧縮して編集し、EDLをポストプロに持ち込む

と言う。「今回使用した Premiere Proに違和感は全

く感じませんでした。特に音楽のリズムの刻みに合わ

せて映像を切り換えるため、音の波形表示がスムーズ

なことは、PV制作における Premiere Proの大変有

意義な点でした」「HDV素材については確かにクオリ

ティーが大変高いと感じています。 HDVと Premiere 

Proの組み合わせでは、HDVデータを Premiere Pro

で扱うAVIフォーマットへの変換工程がより向上すれ

ば、さらに効率的なワークフローが図れるでしょう」と

黒川氏は話している。このようなニーズに応えた製品に

「CineForm Aspect HD for Adobe Premiere Pro」

がある。これは Premiere Pro 1.5.1に対応したプラグ

インソフトで、HDV編集パフォーマンスを向上させる

ほか、専用のリアルタイムエフェクトが使えるようにな

る。また、Premiere Pro 1.5.1でキャプチャしたHDV

素材は、そのままでは他ソフトで扱うことができないが、

Aspect HDをインストールすることで取り込んだ素材を

After Effectsでも使用できるようになり、Premiere Pro

とAfter Effectsの効率的な連携作業を促進する。

　普段の撮影には 35mmフィルムを使用することが多

いと質感へのこだわりを見せる中村氏は、HDVフォー

マットのクオリティーに十分な満足を示しており、今後も

活用していく意志を表している。

田中 裕介 (ピラミッドフィルム )
　ZAMURAI TVの Tuckerの映像は、田中 裕介氏が

担当した。田中氏は、TVCMをメインとして企画から制

作までを行うプロダクション、ピラミッドフィルムに在籍す

る。多摩美術大学でグラフィックデザインを専攻していた

田中氏は、ピラミッドフィルムに入社して 5年目を迎える。

　ディレクションから、自ら素材用 CG制作まで全てを

こなす田中氏の最近の作品では、SOUL'd OUTや

NEUTRINO、G.Rinaなどアーティストの PV、携帯

電話 vodafone、名古屋のファッションビル・サンシャ

イン栄などの CMがある。田中氏が扱うメインツール

は Adobe After Effectsで、学生の頃より慣れ親しんで

いると言う。3D制作では SoftImage XSIを使用してモ

デリング、テクスチャ、マッピング、アニメーション付け

まで一通りこなす。また、手描きでのグラフィックスを得

意とする田中氏は、PCにタブレットを備え付けており、

Adobe Photoshopや Adobe Illustratorなども欠かせ

ないツールだ。

　Tuckerの撮影では、HDVカメラ Sony HVR-Z1J

を 5台設置してライブを撮影。また VEと共に詳細

なカメラ設定を行い、後の合成加工を考慮して、プ

ログレッシブモードで撮影した。HDVフォーマットは、

1080i(インターレース )と、720p(プログレッシブ )の

2種類の記録フォーマットがあり、両フォーマットとも

縦横比は 16:9のワイド画面という、ハイビジョンクオリ

ティーの新しい映像規格だ。Adobe Premiere Proは

両方のフォーマットに対応している。

　撮影した素材は「CineForm Aspect HD for Adobe 

Premiere Pro」を使用して Premiere Proに取り込ん

だ。制作日数の関係もあり、作業の効率化を図るため

に Premiere Pro上でDVサイズに落とし、Premiere 

Proよりタイムコードなどの情報を得てAfter Effectsに

持ち込み、合成やエフェクト、カラコレなどを行って完

成させた。After Effectsでは連番ファイルに書き出し、

中根 ひろし氏
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ZAMURAI TVの DVD特典映像を編集した Premiere Pro 1.5.1の画面。素材はすべてHDV。

田中 裕介氏
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「ZAMURAI TV」 TUCKER ライブ映像

それをポストプロ工程に運んで納品形態であるデジタル

ベータカムに変換した。

　「HDVフォーマットは、HDサイズでクオリティーが高

いということだけではなく、カメラとPCを直接接続して

取り込みができること、miniDVテープへの録画が可能

などという便宜性があります。また、HDVの絵の特徴と

して、エッジがシャープであることもあり、作る作品の狙

いによっては、その特徴を有効に利用できると思います」

「またシャープであるため、抜きやマスクが描きやすいと

も感じました。グリーンバック撮影にも、やはりHDほど

の情報量があればベストです」と田中氏は話している。

　自ら合成用グラフィックスを手掛ける田中氏だが、実

写のみで作品を作ることもあると言い、特にグラフィック

スのみにこだわっていない柔軟性も示す。「HDVカメラ

の発達をはじめとして、撮影方法も広がってきています。

特にビデオのクオリティーの向上には目を見張るものが

あります。アイディアの持ち方によって、さまざまな面白

い実写での表現が可能となりました。」

　また、田中氏は「カメラやアドビ製品などの制作ツー

ルや技術の発達によって、自分が学生であった頃に不

可能であった多くのことが、たった 5年経過した現在で

は可能となってきています。その環境を有効に活用すれ

ば、クリエイターの持つクリエイティビティーの可能性は

より高まってくるのではないでしょうか」と話している。

まとめ
　今後ますます広がるであろうHDの波を一部のプロ

ユーザだけではなく、多くの若手クリエイターにも手の届

くものにしたHDV。その可能性は計り知れない。そして

いち早くHDVをサポートしたアドビは、HD品質の映像

に「表現」を加えることのできるPremiere Proや After 

Effects、Photoshop、Illustrator、そしてこれらを統合し

たAdobe Video Collectionを提供することで、HD時

代のクリエイターを支援し続けて行くのである。


